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建築家

柳 澤 孝 彦
(社 )日 本建築美 ll工 芸協会理事

広 報 委 員 長

年々歳々花相似たり、歳々年々人同じか

らずというl~と く、四季を確実に繰返して

きた自然の営みの姿は、有史前から変わつ

てはいない。しかし人々の心は、その人々

の心の数と、生きている刻々の未J那や月日

の時間の積だけ無数に千差万別の貌をつく

ってきた。それらは時に、芸術として時代

の貌をつくることもあつた。その時芸術は、

時代の華のことく咲き乱れるものであつた。

ルネッサンスや、アールヌーボーやセセッ

ションの時々に一 。
それらはいずれも、建築や美術やそして

工芸の分野か相互に有機的な関係を持ちな

がら、総合化された芸術の運動として、め

くるめく時代の華を咲かせてきた。

現代にもこのような時代の華を咲かせよ

うと、建築美術工芸協会の活動がいよいよ

活発化している昨今、本号はいわば現代の

華一輪ずつを持ち寄つた特集とでも言うベ

きものとして、会員諸氏の「私と自然J「私

と都市J「私と建築J「私と絵画J 「印象

に残る風景」「ある街角」「私と生活J…と

いつた思しヽ入れを「一枚の写真」に寄せて

語つて頂こうというものである。

そして本号の特集をかわきりに、次号か

らは「時代の華―輪」ll●lと して次々に会員

諸氏に登場していただき、デザインや都市

の華を語る場としていきたい。

そこで特集の表紙として、ウィーンに咲

いた時代の華を選ばせていただいた。オツ

トー・ワーグナー設計のアム・シュタイン

ホフ教会を飾る、コロ 。モーザの手による

ステンドグラスである。コロ・モーザの確

かな表現力は、新しい時代へのデザインの

息吹きを鮮烈な光で放射している。光の背

後には、あの心ときめくようなウィーン分

離派の時代が漂つている。クリムトが、シ

ーレが、あのアルマのいたマーラーが、コ

コシュカらが咲かせた華々は、世紀末の落

日のことき―瞬の輝きのようでもあり、そ

れはまた来たるべき時代に射し込む光でも

あったのだつた。

Otto Wagner,Kirche am Steinhof,Prolekt 1904



時代の華一輪

彫刻家

井 上 武 吉
神奈川県鎌倉市山ノ内2425

TEL 0467-24-1274

「私と彫刻」

フィレンツェの町から30キ ロ程離れたチ

ェレ村でのプロジエクト“my sky hole

863"は手掛けてから五年目の今年六月に

やつと完成した。

チェレ村は、ビストイアの東北部の小高

い丘に位置しており、丘の上からは、タビ

ンチ村が見下ろせる。フイレンツェを中心

に開花したルネッサンス文化の息吹を間近

朧 GKイ ンタストリアル研究所

栄久庵 憲司
東京都豊需区南池袋1112P
TEL 83-989-rJ5 1 1

十年程前だつたか仏壇のデザインをする

ことになつた。機会あることに仏壇の前に

坐り、のぞき見る仏壇内部の造形は桁はず

れだ。緻密性と言いブロポーションと言い、

キラメクばかりの色彩と言い、先達の業の

凄さにほとほと感心させられた。特に全体

が金色でおおわれている姿はシュール以外

の伺ものでもない。あまつさえ工芸の技術

の粋を駆使した一つ一つの仕上げには、そ

れだけで充分に楽しめる逸物である。仏壇

は未来の戸口、彼岸の都市はかくやと思う

はかりの須爾壇の輝き、ほのかなあかりの

もと、くゆる香の香りはまさに幻想をさそ

うにあまりあるものがある。とんな小さな

に受けていたところである。

丘にはオリーフと葡萄の畑が一面

に広がっていて、イタリアさながら

の田園風景である。その中腹にこん

もりとした緑の濃い不思議な森があ

る。どういう訳か局部的に雨に降ら

れ周辺とは全く風景を別にしている。

大きい樹本が育ち、湖や漢流があ

り、水際の石には、苔がはえている。

中世の森と呼ばれているその森に、

領主がコレクションした現代美術が点在し

ている。作品は、どれもスケールの大きい

ものはかりであるが、森に同化して、自然

の一部を構成している。それが、ますます

不思議さを増し、森の魅力を高めている。

ダニー・キャラバン、アバカノ・ビッチ、ソ

ル・ルイット、リチャード・ロング、

リチャード・セラアンヌ&ポ ワリエ、

アリス・エイコック、デニス・オッ

ペン八イム、フアスト・メロッテイ、

など現在24作品がコレクション

されている。

“my sky ho e"は、深い本々の間

をぬけた南斜面に小さな広場を設け、

そこに天と地をつなぐ二本の柱を建

仏壇でもそれなりの宇宙が表現され、

大きしヽ。先達の創つたこのシュールな

世界、そしてこのシュールと言う言葉

ははじめて仏壇をデザインする私にと

つて既成の観念を打破するに充分だつ

た。すきな宇宙を表llBする。どんな形

でもよい。色は気儘なのがよい。おも

むくままに思いを廻らした7J、 一っだ

け気持ちの底からとうしても取り去る

ことの出来ない何かがもとめられたの

である。それは、デザインされた仏壇

に手を合わせられるかとうかというこ

とである。魅せられるものに多々ある。

だが手を合わせられるかは別の話だ。

仏壇をデザインして手が合わせられな

いようでは仏壇とは言えない。何故か

古い仏壇には手を合わすことが出来る。

大変な挑戦である。そんな時こんなこ

とを直感した。もしタリが仏壇をデザ

インしたらどうなるんだろう。すべてか宙

に浮いている。萬物は互いにぶつかること

なく、摩擦を生することなく浮いている。

てることから始まった。

柱と柱の間を通り過きると、低い石垣に

囲まれた緩やかな坂道が続く。中間地点に

は、「対話の泉」があつて、太陽の光を反射

させている。さらに登ると両倶1の石垣が、

いつの間にか人の背丈を越え、その先は、

日音闇の迷路となる。この掘られた迷路空間

は、宇宙との出会いの空間であり、天空ヘ

の入口でもある。かつてタンテが、天上と

地上の世界を詩で表現したように、Jシ ッ

ク建築が天上世界への無限なる永遠への意

志と衝動を具現化したように“my sky

hple"は、ぼくの個人的な天と地を結ぶ無

言の空間なのである。

完全なかたちが美しく浮いている。そのタ

イナミックなバランスのもと慈愛がこちら

を見つめている。エウアンの目である。台

風の目の如くタリの目がこちらを見つめて

いる。思わず手を合わせた。-2-



ノヽイウッドサービスl■l

勝 連 盛 伸
沖縄県那覇市西卜2411
1‐lll海 運ビルどF
TEL 0988-691692

沖縄の塩害・腐食

蝕まれる建築・建造物をいかに守るかを

テーマに、平成元年9月、フォーラム 「沖

縄の建築と塩害・腐食」が開催された。沖

縄県においては高温多湿、台風の常襲地帯、

海から吹きつける海塩粒子等、過酷な気候

条件によりあらゆる建造物の劣化現象が散

見される。

絵八カキにみる碧い空、青い海を背景に

した伝続的な石垣と赤亙屋根の住宅が消え、

百%近くが鉄筋コンクリートに変り住宅景

観は一変した。年間平均気温23度、湿度80

%の高温多湿の環境のもとでは常時自アリ

が発生し、強烈な台風を避けるため機能性

―点ばりの無粋な箱形コジラヽ ニト住宅を

自らの手で造ってしまった。しかし、自ア

リや台風からはのがれる事はできたものの

塩害や金属腐食という新たな問題に直面す

(掬クラフトくろちく

黒 竹 節 夫
京都府京都市山科区竹鼻

11ノ 街道町 34
TEL 075-5018491

「私と建築」

私は現在の仕事内容を問われた時に、そ

の返答に苦慮する事が多々あります。しい

て言えは建築家とお答えしたい解けですが、

さほどの実績はありません。私の設計し作

りたい建物を好んでいただけるクライアン

トとの出会が限られているからです。私は

10数年前から日本建築の古い民家に大変興

味を持ち、以来民家の解体や建築現場で自

分なりの研究と独学で仕事を進めておりま

す。本来私がデザインの仕事を初めたのは、

京呉服の染織が私の仕事の初まりです。以

来クラフトのデザインと物作りをして来ま

した。その作品や商品化される物には、常

に日本の伝承美と申しますか、日本の歴史

的な美意織を感じさせる物を追求してまい

りました。私自身の現在に至る物作りを通

して今一番進めたい仕事として住空間にト

ることとなつた。

沖縄県における建材等の劣化要因の一つ

に海塩粒子がある。塩漬けの島一沖縄は、

沖縄金属腐食対策協議会の資料によると、

人気中に存在する海塩粒子の数は年平均し

て千葉県銚子市の 54倍もあり、多い月に

は15倍近くにもなる。

また他のデータによると金属腐食による

経済的損失はその国のGNPの 1～ 4%に
も達し、その額は膨大な数字になると推定

される。

このように塩害や腐食の著しく早く進行

ライしております。生活に身近に使う道具

から、その生活を豊に又生活を守る住空間

へと広がつてまいりました。現代の多くの

住空間としては、都会の土地事情や、さま

ざまの、日本の生活環境の変化の中で、自

然と調和した日本美をほこる、
｀
こころ
″
安

まる空間が失なわれて来つつ有ります。私

は近未来に対して日本の本来の民族的空間

をいかに再生し、かつアメニティ空間とし

ての現代機能を設けた建築を手がけて行き

たいと思つております。実lllの ひとつとし

て最近の作品をこ紹介します。写真の建物

は、平成 2年 4月 20日 に大阪府の茨本市千

提寺に完成したものです。こ

の建物は自然と親しむ事が、

企業コンセフトになっている

会社のコンセフトホールです。

私はこの企業のCIの中で住
宅間の原点を表現し多くの人

に建物から感じるメッセージ

を送りたく思い円形竪穴式入

母屋造りにした解けです。自

然をそこなわずに、自然の中

から生み出される建築材料を

利用し、機能システムとして

する沖縄では防錆、防食、塩害防止の対策

は緊急な課題である。それに伴なう材料や

技術の開発は建造物を保護し、老朽化、腐

食を防ぎ耐久性や高品質化に資することに

なる。

基調講演は森田大氏 (琉球大学工学部建

設工学科教授 )、 パネリストに成田修―氏

(沖縄総合事務局営繕監督室長 )、 渡久山直

樹氏 (沖縄県建築士事務所協会昌J会長)を迎

えて福島敏郎氏 (琉球大学工学部教授)が討

論をコーディネートした。

なお、このフォーラムの聴講者は36業種、

380名 でした。

は、キャツシステムを取り入れ設計した建

物です。まさに、そのプロセスは、クラフ

トの建築物と云える様な気がします。建築

材料は今、多種にわたり利用されています

が、その意識は日本の風土に永く生き続け

る建物が多く広がることを願つています。

黎

-3-



方園館 ィンテリアデザイナー

坂 本 和 正
東京都世田谷区松原31811
TEL 03-3221217

形の原型

香港や台湾の廟を訪れた人ならだれしも

渦巻形の線香が軒下にいくつも垂れ下る光

景を思い出すであろう。真っすぐな線香じ

か知らない私達には何とも奇異な第一印象

である。そもそも私達は線香の細く垂直な

帥高橋志保彦建築設計事務所

高橋 志保彦
東京都港区芝卜1316芝橋ビル
TEL 03-452-5443

私と広場

15年前に設計した
｀
馬車道
″
以来、各都市

の都心部のモールやプロムナードをデザイ

ンしている。車が大量生産化され世に湧き

出て100年、あらゆる道路が占拠されてしま

った。人と車と道路の関係を見直し、歩行

者空間と都市景観の整備を柱に据えながら、

法律より先廻りして車を制禦したり車の通

らない
｀
みち
″
をつくる必要があつた。私

は以前から、このモールを
｀
りニア広場

″
ま

たは
｀
みち広場

″
とし 12‐位置づけ、日本には

江戸時代からあり、かなり用‖染みの空間で

あって、その復活だと述べて来た。我が国

には広場がなく、辻、社寺の境内、川原、

橋詰等が広場的に使われて来た。モールは

車のない
｀
みち広場

″
として、歩き廻るこ

との好きな日本人には適したオープンスペ

ースである。

形姿の中に、気持を正したり精神を集中す

る行為を無意識に集約しているのである。

線香の発祥がどこにあるのか調べたこと

はなしヽがあまたの宗教祭儀に香りが大切で

あつたことはうなずける。香りを発する線

香はまた、細い煙をたてる点人でゆっくり

と侵されてゆき、念じ事や思いをそれに吸

い込み、さらにまた想像を拡げる時間をも

たらしているのである。

時計の無い時代には、線香は時間を測る

ためにも使われた。遊廊で線香の人がとも

つている間だけ女郎と忍べたなどという粋

な例もある。時が過ぎゆく気配と初めと終

りの気分が線香にはある。

話はもとに戻つて、こ

の中国廟の渦巻線香は何

を意味しているのだろう。

おそらくそれは様式のた

めに丸められたのではな

く明らかに蚊取線香と同

じ原理に起因してしヽる。

直線でなく螺線にするこ

とで長さを稼ぎ、できる

かぎり時間を伸ばそうと

しヽう意図がうかがえる。

それに引き換え、 8年前に完成させ

た
｀
開港広場

″
は、我が国に歴史のな

い広場の設計であり、それまでには都

心部の公共の広場の好事伊」がなく、ど

うすれば横浜の大桟橋の付け根で山下

公園への入口にもあたるこの場所に適

し、人々が思い思いに使つてくれるか

を長い間模索した。イタリー中世都市

のシニョーリア広場をみると、シエナ

のパリオ、アレッツォの馬上槍突競技、

フィレンツェのサッカー等、広場でイ

ベントを行う。そのため中央部は空け

て彫亥Jや井戸等は端にある。それに広

場の周囲に建物‐」N並び空間を弓き締め

る。開港広場はロータリー部分なので

かなり違う。また広場の中央を空けて

も伝統のない我が国ではまだ使い切れ

なしや濯れがある。それなら見てしヽて飽

きない、子供も老人も親じめる水を持ち込

み、入ってもよい水溜りがよい。そしてペ

リー、文明開化、波、姉妹都市というキー

ワードをデザインに取り入れようと考えた。

オープンしてまもなく、5～ 6名の車椅子に

乗つた人達が訪れ、安全に散歩できるこん

な広場が欲しかつたと喜んでくれた。横浜

はかなさよりは、旺盛な希求がそこに感じ

られ、中国人ならではの宇宙観とでも言お

うか。

理屈はともかく、いずこからかこのよう

な形が完成し、それが群れ吊り下がるさま

は私に強烈な形の原型を見せてくれている。

宗教的な場だからだけとは言えない確実な

形の言葉を発しているのである。今日のデ

ザインで、幾何学的構成を意図したものが、

応々にしてそれ止まりであるのに比らべ、

これには超越した造形言語がある。

地球上のいたるところで先人達が成立さ

せたこのような原型をいくつも探じ当てる

ことができる。私は、自分の仕事にそうし

た存在感を継げ投入するように学んで行き

たい。

の一つの顔にもなつたし、夏には子供達が

陽気に遊び廻る。今年のライトアップ期間

でも、クラシック音楽の中で、色のついた

光が噴き上げる噴水を染め上げ、大人も小

人も外人も、ここへ来るととたんに微笑み

光と水にたわむれていた。外国でも紹介し

たがユニークな広場だと好評であつた。来

年は拡張工事にかかることになつている。

-4-



スマ フライト アート主宰

土 屋 寿 満
大阪府大阪市住吉区杉本2 014
TEL 06-698-2525

私 と 絵 画 崇高とlt■礎 間を光で酬 する。

仏の救済を願う庶民の心が来迎図を生ん

だ。諸菩薩をしたがえて人間界へ下降して

くる阿弥陀女□来の姿は光にある、れている。

キリストもマホメットも、その姿は光にあ

ふれている。人間にとつて、仏や神はつね

に光にあ′5、れ、光につつまれ、光を発する

ものとして立ちIFFれ てくるものであつた。

光は霊力をもち、魔力をもつもの

として、人間の根源の深いところ

にまつわりついてきた。それは光

のコミュニケーション・パワーの

無双さを示している。とするなら、

光が人間の精神にもたらすインパ

クトを考えないわけにはいが
4Jtヽ
。

人類はこれまで数限りない創造を

手がけてきた。それらは神や仏の

造型以外は、いや神や仏でさえも

lTlア ルプ設計室

内 藤 恒 方
東京都渋谷区神宮前卜1715

城西ビル301

TEL 03-470-2039

遺跡と私  アンコ ル・ワット

今年の 3月に2週間足らずの旅で、タイ

のバンコクとアンコール・ワットを訪問す

る機会を得た。アンコール遺跡のあるシェ

ムレアプには3日 間滞在し、アンコール・

ワット、アンコール・トムその他の遺跡を

見てまわった。ここに来るまでのベトナム

のホーチミンとカンボジヤのプノンペンの

旅の大変であつたことも、アンコール遺Pll

群のすばらしさによつて消しとんでしまつ

た。世界の中心山で神々が棲むメール山を

象微した須弥山思想に基づいた石を積み上

げた遺跡は、数百年の間密林の中に埋もれ

自然のなすがままになつていたのである。

太陽の光の強い土地であり、特に3～ 4月 は

太陽が最上から差すために石積の凹凸、像

の彫り、レリーフの光の当たる部分と蔭の

濃淡が強く感じられた。朝の光から夕方の

光の反射によつて知覚されるものであつた。

中世、近世、近代を通り過ぎてもその原則

に変わりがない。

なぜ、いつまでも光で見ることにこだわ

つているのか、光/~見ることへのチヤレン

ジがあってよしヽのではないか。

この切望が光で描く絵画=ブライト・ア

ートを生んだ。光のもつキャラクターは多

彩である。直進する。屈折する。反射する。

散舌しする。さらに視点のかすかな移動にも

無数の変化をみせる。それは形象だけでな

く、そこに光彩がカロわつてくる。万華であ

l_‐ イメージのサーカスであるのしかも相対

として存在するだけでなく、見る者をイン

ボルブメントして見る見られるの関係をク

光まで刻々と変わり、微妙に変化する遺跡

をゆっくり見ることができた。アンコール・

トムの入口の門は7つ頭をもつ大蛇 (ナー

カ)の胴体で網引きをする神々と阿修羅の

54体の巨像が印象的であり天地創造を表現

していると聞かされた。

9世紀から12世紀にかけてできたモニュ

メントであるが、人々はいまだにアンコー

ル・ワットの環濠で水牛と共に沐浴してい

る。

遺跡は、密林の中で20メ ートルに及ぶよ

うなガジュマルの大木におおわれていたと

いわれている。その他雨水や細菌によって

も石の表面が冒され荒れている。この他幾

度の戦争や盗堀による被害もひどいと問い

た。

人間の作り出した石積の遺跡であり、永

ロスする。

ブライト・アートはガクブチからとび l‐

た環境の絵画である。広場の絵画としても

機能するけれど、もっともる、さわしいのは

建築空間のアート化である。パブリックな

ものであれ、プライベートなものであれ、

これからの建築空間は、きわめてアート化

していく要請と傾向をもつ。あらゆるもの

が構造転換していくなかで、社会のアート

化がすすむからである。そのとき、テクノ

ロジカルな光の畏敬がもたらす世界を、ブ

ライト・アートによって鮮烈に倉」りだすな

ら、われわれの生活環境は、さらにふくよ

かさを増すに違いない。

遠のものであり王の還業を後世に伝えるも

のであつたのが、維持管理がなされない間

に自然との戦いとなりその現場を見ること

ができたのである。文化還産として今日我

々に伝えられている遺跡は多くみることが

できるし、また自然の強さによつてもうほ

とんど原形がわからなくなってしまつたも

のも多い。アンコール・ワットはいまだ自

然と人間の綱引きをしている最中であり、

ダイナミックであつた。
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ルナミ画廊

並 川 恵 美 子

東京都中央区銀座4811
善隣ビル 3F

TEL 03-535-31165

「ジャカルタの印象」

インドネシアの主都、ジャカルタは60年

代の高度成長期の日本のようにビル、ハイ

ウェイ等の建設ラッシュで大忙しだ、 10年

前に訪れた時とは雲泥の差だ。インドネシ

アのポスト・モダンと言えるユニークなビ

ルが数多く建てられている。現代と戦後、

60年代の日本と100年前のイ云統的生活が渾然

一体となつて複雑で濃密な雰囲気を作り出

している。

ジャカルタの町の交通手段は車とバス、

オートバイ、ベモ (三輸オートバイ)だけ

で、電車や地下鉄がない。その為、道路は

車で浴れている。信号も少なく交通ルール

もないに等しい状態でj排気ガスをまき散

らしている。高速道路は建設中だが庶民の

足となる電車や地下鉄について考えなくて

よいのだろうか? 車道と人道の間、中央

日橋本テキスタイルアート

橋 本 京 子
東京都世コ谷区松原6 24 Pl

「EL 03-3P〔 ]13P4

「私と帯」

「一枚の写真」をタネにと、原稿依頼を受

けて  一。日々タピストリーを制作して
いる中で近年の作品で特に考えさせられた

ことについてお話しさせていただきます。

一昨年ホテルナコヤキャッスルのラウン

分離帯にはヤシ並木、メイン・ストリート

の回―タリーには噴水とモニュメントが建

てられ、緑豊かでブーゲンビリア等の南国

の花々が美しい。人道は土が残され、屋台

の飲食店、果物屋、鳥かこ屋、植本屋、家

具屋等が並んでいる。

モニュメントは、インドネシア建国の志

気や民族統一を歌つた具象彫刻が主で、抽

象彫刻はほとんど見られない。クバ∃ラン

バルーの□―タリーの男性像は、開発のた

いまつを棒げ、インドネシアの勤労意欲の

盛んなところを表わしている。目をむき出

し口を開け、筋肉隆々とデフォルメされた

身体は12.3mも ある。第4回アジア競技大

会 (・62)を記念して建てられたのは歓迎の塔

ジのためにタビストリーを制作いたしまし

た。

ホテルを利用する世界各国の人々に日本

の伝統をアピールすると言うことをコンセ

プトにデザインしました。

作品は、横10M× 縦4Mで、素材に袋帯
など金袖緞子の帯を大量に使用し壁面全体

に構成したものです。ここでのキーポイン

トは、外部環境 (名古屋城の借景)と内部環

境とをどのようにうまく橋渡しするか、と

素材の大切さでした。常々インテリア空間

におけるタピストリーの役害Jは、単なる装

飾作品と言う意味合いに止まらず周囲の環

1       境と如何様に接点を持つ

`Ⅲ
・
で 1塵   

かと言うことを考えてき

ましたが、今回はなかな

で、高いゲイトの上の男女像が手を振つて

いる。また、市の中心、スロパティ公園前

にあるのはカルティニ像だ。封建市」と植民

地の長い暗黒時代を強いられたインドネシ

アの近代化に、女子教育の理想を抱きなが

ら、 1905年 25才の若さで天折したカルティ

ニは、現在民族意識の母として国家の英雄

と慕われている。彼女の誕生日4月 21日は

国民祝日で一万ルピ紙幣にも刷込まれてい

る。何と、この像は1963年、日本がアジア

善隣運動の一環として贈つたのだそうだ。

私達にはあまり知られていない戦後がここ

にもあったのだ。

ポスト・モダンな高層ビルとこれらのモ

ニュメントは一見不つり合いに感じられる

が、この国の現在を物語つているようだ。

か難しいものでした。

素材についても日頃素材自体を自分で作

り上げ制作していますが、伝統の帯を使う

ことが大きな冒険でした。制作が進むに連

れて、帯の高品質素材、技術の高さの素晴

らしさに改めて考えさせられ同時に長い伝

統に培かわれてきた織物の人を虜にする力

みたいなものを感じた次第でした。話が少

し変わりますが、最近頻繁に色々な場所で

タビストリーを見かけることが多く、関心

の高まりを感じます。我々作家にとつて非

常に良い状況ではない4Jと思っております.

このような傾向は、オーナーを始め建築家

インテリアデザイナーの方々のタビストリ

ーに対する認識と評価が段々と深く、高く

なつてきた現われではないかと秘かに自負

Ц
　
■
■

　
■

Ｉ

］
■
「、

1
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鞠ロクレールプロダクション

三 浦 啓 子
兵庫県西宮市甲陽園目神山町

Pl― 12

TEL 0798-73-0878

もう一つの建築素材「ガラス」を倉lる。

幼ない頃、裏の納戸で、ねこが子供を産

んだと云う。私は、しのび足で、重い戸を

こじ開け、ほの暗いその部屋に入つた。強

い日ざしがさし込み古いがらくたに反射し

ている。そのかげで、いるいる子猫が沢山

オッパイを吸つている。私は、固睡をのん

で、この光景に見入つていた。どれ丈時間

が経つただろう。私は、子猫から目をあげ

て、天丼からの光を辿った。何と美しい光

茫 /光は、一つ一つ浮遊しているほこりに

反射し薄暗いこの部屋を何と豊かにしてい

る事か。私は、最近ローマのパンテノンや、

トルコの八ギャソフィヤを訪れた時も何故

かこの光景を思い出すのであ名 :

最近ますます合理的で、美しく林立する

インテリジェントビルに目を見はる様にな

つた。近代になつて、工業技術が急速に発

蜘三輸環境計画

三 輪 正 弘
東京都渋谷区恵LL寿 西卜2o4
恵比寿東邦生命ビル 4F
TEL 03-7711-0038

私と家具

私が新建築のIFm集部をとびだして、山口

文象のはじめようとしていた日 |∧ に参加

したのは1954年だつた。大学の級友だつた

植田―豊に旗上げの檄をとばしたら小倉か

らいち早く馳せ参じていた。やがで近藤正

一が画家猪熊弦―郎の紹介で加わつた。

すでに新制作派協会に絵画・彫刻部のほ

かに建築部4J設けられていて、会員だつた

山口が出品する家具の制作に夢中になつて

協力した。小住宅の数々をやたらにつくll

まくつているなかに、展覧会出品作が収用

されていつた。

]957年 に、アメリカのミュジアム・オブ・

モダンアート(NY)の コレクションを中
心にした絵画・彫刻・建築そして家具の作

品群が、京橋の古い建物を前川国男が改装

してできたモダンアートミュジアムの中に

展し、現在の画一的な

板ガラスが産み出され

て以来、建築の中のガ

ラスの壁や窓には、表

情がなくなってしまっ

た。昔の建物に見られ

た手作りのガラスはも

う消えてしまったのだ

ろうか。透明な存在感のあるガラスの表情

かなつかしい。私は今、光の質を生み出す

ために、建築の中におけるガラスの創作に

専念している。それは、今までのガラスの

イメージを破って、 1、 力強さ、 2、 存在

感、3、 豊かな透明感、を表現したい。私

は、 1982年国際シンポジウムで講演したの

をきつかけに、これらのガラスを、 ドイツ
の工場で創ることにした。私達のスタッフ

とドイツの人達との奪闘の経果次々と新し

い作品が生まれつつある。IMPビル、兵
庫県庁舎、森工業等である。彼等は、私の

ガラスに対する考え方に心から共鳴してく

れている。私が倉」作 tノた新しいカラスが、

どんな困難な問題も含んでいても、共に幾

日も桂卜け綿密な計画を練り、製作に入るの

である。皆キラキラとll~3い ている。そして

ある、れた。家具はすべてが椅子で、 トーネ
ットの曲木椅子2点を筆頭に31脚の選び抜

かれたモダーンの代表作が光彩を放ってい

た。

強い衝撃をうけた私達は、これからなお

のこと家具デザインに夢中になつた。

毎日工業デザインコンクールでも、第 1

回の天童本工のコンペでも、山口の、すな

わちわれわれの作品は金賞をとり続けた。

わたしは17年間日 |∧ にいたが1945年 に

みんなと別れて独

立する決心をした。

その頃ちようど、
｀
オカムラ環具70″

のコンペが開催さ

れていたので、私

は日 IAの若手の

川崎、山本両君と

ともに挑戦し、2
席に入賞すること

ができた。今から

20年前 ]席の 300

万円をとり損つた

のは残念だつたが、

当時の 100万円は

現場では、どろどろに溶解したガラスを大

きな杓で汲みとり、素早く天板に流し込む。

炎の中でのすさまじい肉体労働である。そ

して新しいガラスの誕生に、一せいに歓声

があがる。ぶ厚い大きな一枚のガラスの完

成は、私達の情熱と友情の結晶なのである。

幼ない頃、驚きの目を見はつた光空間 /

今もそれに似た感動が、次の製作へと、私

の夢をかき立てるのである。

嬉しかつた。

三輪環境計画をはじめてからも家具デザ

インは力を入れたかつたが、社長にはその

時間をなかなか与えてもらえないのが残念

である。

写真の収納家具は、東京吉祥寺の小住宅

にしつらえたもの。 l:/2等 比展開によ
る一種のスパイラル図形をネガポジに組合

わせた、ややグラフイツクデザイン気昧の

作品だ。
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長野シポジウムに参加して

きるフ月21日 l■lに開催された長野シンポ

ジウムに出席させて頂き、著名な先生方の

示唆に豊んだお話しを伺えたことは、また

とない機会でした。

記念講演会では、現代の日本人がいかに
｀
かルチャー

″
に飢え乾いているか、世論

調査や歴史的背景を踏まえた解説がなされ

ました。また、便利さと心の豊かさとは互

いの領域を進出したり、巻き返したりとせ

大塚オーミ陶業 顧門

酒 井  貢

小布施の街づくりに感銘 /

炎暑のフ月21日 、AACA'90長野シンポ

ジウムでの記念請演、植木前文化庁長官の

「地域の文化、景観についてJ、 続いて芦原

会長内井先生他名士によるパネルシンポ「自

然と環境」―ゆとりある美しい芸術的環境

の創造に向けて―を拝聴し多大の啓蒙を受

けた。

翌22日 早朝長野市内から一行バスで約30

分目的の小布施町に入った。町当局の出迎

日本鋳造腑開発事業部
景観エンジエアリング部

造形デザイン室

竹本 真理世

長野シンポジウムに参加して

長野シンポジウムにパネラーとしていろ

いろお話し下さつた先生方はそれぞれちが

う個性を持ち、お考えを持つているのだな

というのがひしひしと伝わつてきました。

それ故に一つの作品を倉Jるのにいろいろぶ

つかってしまうというのもよく理解できま

す。しかし、自分がこれだけは大切だと思

ったことをゆずってしまうことは、自分が

表現したいと思うことを曲げてしまうこと

で、それは作品を創る上では一番よくない

めぎあつており、調和した状態を見い出す

必要性についても気付かされました。

私は
｀
カルチャー全盛

″
と聞くと、黒板

塀に見越しの松、といつたお宅の隣りに唐

突に建てられた回ココ調の家、という光景

を思い浮かべるのですが、続くシンポジウ

ムでは、小布施町の街づくりが取り上げら

れ、地域性や統一感を重視した、何よりも

住民が参力□する、生きた景観づくりが行わ

れており、成功を収めていることを知り、

認識を改めました。小布施町が現在のよう

な独自の色を持つようになるまでのプロセ

スも非常に興味深いものでした。発端は北

斎美術館が建てられ、他県からの来訪者が

増えたため、「お客様のために家の中をきれ

えをうけ職のひろば胡llL葉繁る老大樹の下

で、この町の修景に特に緑の深い宮本忠長

先生 (前 日のパネラー)の現地説明を聞き、

同氏の案内で高井鴻山記念館、栗の小径に

続く北斎館を見学した。

奇しくもフ年前宮本先生のこ指導で隣接

の老舗小布施堂新屋の家宝北斎筆掛軸 「傘

風子J図を大塚オーミ陶業の大型陶板 (240

×250糎 )で拡大製作し、同店新装の社屋外

壁に取付け緑の庭園を飾ることとなつたが、

当時訪門した頃の街中心部を想起して今日

の修景更には周辺の街並み整備に至つては、

正に面目―新すばらしい景観を現出されて

いるのに驚きを感じた。

古い伝統と歴史を持つこの町が、宮本先

ことなのだと思います。先生方もいろい/●

話し合つてぶつかることもあるがそれはか

えっていいことなのだと言つていらつしゃ

いましたが、本当にその通りなんだと感じ

ました。そしてそれは一番むずかしくて大

切なことなんだと思います。

まだまだ自分は、考えがないな、とも思

います。地域性のことや、地形のこと、芸

術的なことなど、いろいろな方面の先生方

もいらつしゃり、そういうことなどもいろ

いろな角度から物を考え見るということの

勉強になつたと思います。やはり、各方面

から物を考えるということは、使い心地か

いいとか、その場所に建つているというの

がぴったりだとか本当の意味での良い物を

つくるためには、欠かせないものだと思い

いにする」必要が生じてきたということで

したが、パネラー (宮本氏)の方はそれにつ

いて「修景デザイン」という言葉を繰り返

し使われていました。

今までの風景がある日突然壊されて、かわ

りに誰が見てもあまり美しいとは言えない

ようなものが建てられる、ということが、

今は当たり前のようになつていますが、小

布施町のように町並みを少しずつ修繕して

ゆく、本来の姿に戻す方向で整備するとい

う手づくりの味わいがむしろ新鮮に感じま

した。

今後もこのような場が設けられ、回を重

ねる度になお―層充実度を深められること

と思つております。

生のお言葉通りそこに暮している住民の心

情と生活ペースを尊重しつつその基盤の上

に立つてトータルな街の景観を創出した正

に象徴的街づくりになつている様に思われ

た。

事は必ずしも大小の問題ではなく、古き

を温め新しき知るとは斯くの女□き街づくり

をいうのであろう。今や街の景観は住民の

ゆたかな心を凝集した文化的盛り上りを捉

えて、修景倉」造をする時代になりつつある

ことを痛感した次第である。

終りにAACAが 昨年は京都で今夏長野
で催したシンポジウム、共に清新で爽快な

雰囲気を譲す企画であつたが、今后も地道

な活動を重ねて本協会への共感を拡げてほ

しいものである。

ました。

このシンポジウムでは、忘れていた大切

な事や、自分の勉強不足を感じました。ま

た、聞くだけでなく、参加した人たちとの

コミュニケーションなどもとでも良いと思

います。また、次の日の見学会もシンポジ

ウムでの話をより解りやすく、実感として

強く印象に残るものにしてくれました。こ

れからもこのようなシンポジウムを意欲的

に行い、また、その土地の人たち大勢もこ

のようなシンポジウムに参加することは、

個人ではなくみんなで景観をつくるんだと

いう意識をもたせる良い機会だつたと思い

ました。

日本鋳造蜘  開発事業部
景観エンジニアリンク部

造形デザイン室

池 田 尚 子
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中 川 幸 成

A.A.C.A.長 野シンポジウムに参加して

フ月21日、長野放送NBSホ ールで開催
されたシンポジウムは広い木―ルが満席と

なり、地域社会との交流を含め極めて有意

議であつたと思う。以下所感の一端を述ベ

てみたい。

(1)基調講演

植本浩氏 (国立近代美術館長)が、かつ

てパリの日本大使館で文化担当参事官とし

て勤務した折の経験をもとに社会と文化、

国と文化のかかわり、欧米人の文化に対す

る考え方等を話されたが、その中で本年度

の文化庁予算が 432億と間き改めて同氏が長

三 上 清 一

長野シンポジウムと小布施

小布施は是非訪れたいと思いながら、今

迄に幾度となく機会を失して来ていた私は、

今度こそはと云うことで、何のためらいも

無く参加を申し込みました。小布施に関し

ては、永い年月こ苦労を重ねて来られた宮

本先生から、直接お話も伺つて居りました

し、雑誌その他で写真も随分と拝見して居

りました。しかし、どうしてあの信州の山

の中の小さな町で、ああも見事な現実が成

立したのかな、と云う辺りのことが、私の

官時代 (本年6月 まで)に さぞ歯痒い思い

をし、且つ苦労も多かつたのではと推察、

GNPが 世界の 15°/。近くを占めるこの経済
大国に現在最も欠落しているのは心の豊か

さ、文化を求める心ではないかとの思いを

新たにした。

生産性の追求も大事だが、企業も我々も

人間社会の本当の豊かさを考える時期に来

ていると痛感した。

(2)シ ンポジウム

自然と環境というテーマであつたが、パ

ネラーの市川教授 (東京学芸大)が人文地

理の立場から、日本夕J島は北から南まで30

00キ ロ、桜の開花一つをとつても ]月から

6月 までと幅があり、異なつた気象条件、

環境にあつた設計、材料が建造物に配慮さ

れるべきとの指摘があり各分野の専門家の

総合が、選りよい環境、建物の創造に不可

胸中には今一つ腑に落ちない思い、として

わだかまって居りました。遠くでは見えな

い何か、があの地にはあるのではなかろう

か、と云うこだわりみたいなものでした。

そしてその予想は的中しました。それだけ

でもこのシンポジウムは、大きな収穫を私

に恵んで呉れました。

初日の午後から用意された、植本前文化

庁長官の記念講演、そして見学会で拝見す

る予定の建築の作家の先生方、をパネラー

とするシンポジウムを伺っている中に、私

の胸の中のわだかまりは、スーツと残り大

か消え去る時の様に小さくなつて行きまし

た。そうだったの、道理で、という感じで

した。先生方のお話の中から私が教えられ

たことは、小布施のまちの地底深くに、流

量豊かに潜む

文化の伏流水

の存在でした。

それは昔から、

菜種油の生産

と供給と云う

安定し産業に

支えられた、

地域文化の重

厚な蓄積であ

l~、 しかもあ

る時期その流

れの中心に、

高井鴻山と葛

飾北斎の二人

の人物が居た、

という歴史的

欠と感じた。

(3)小布施の町作りを視察して

長野市の郊外で栗以外これと言つた特産

もなかった町が、日本的1青緒を町中に醸じ

出し、一見別世界を感じさせる町並みに強

烈な印象を受けた。担当した宮本、市川両

先生及び町当局の意欲、1青熱が町民の支持

のもと、見事に開花した事例として特筆さ

れると同時にやれば出来るの希望をもたら

した意義は大きい。

14)連日、熱帯夜の続いた東京から、長野行

きを決めたときには、避暑気分が潜在意識

にあったが、涼しいどころか日中は全く東

京と変わらず、朝晩の風のみが僅かに信濃

を感じさせてくれた。

今後、機会を捕らえて各地で地域交流を

行い相互理解を深めなから住みよい環境作

りを考え、文化を前面にだすことがA∧ C
Aの使命と思う。今後の活躍に期待。

事実でした。そしてその地底の伏流水を探

り当て、手間とひまを掛けて、そこから地

上にパイプを引いた “今の人達"が居たか

ら、あの見事な現実が小布施にはあるとい

うことで、この様な舞台装置と配役の妙を、

私は寡間にして他にその例を矢□りません。

私の胸はすつきりとしました。それは北斎

がこの世に生をうけた 18世紀から、今日の

20世紀を経て21世紀へと、延々と続く壮大

なまちづくりのドラマの一コマとも云える

もので、今眼前に展開するその情景は、宮

本先生とまちの人びとが、ともに主役を演

じる「小布施のまち1多景の場Jの一幕の一

カットではないかという思いが、翌朝現地

を訪れて、歩いて、観て、得た私の実感で

した。そしてこれからも続くであろうこの

ドラマを演する小布施のまちの人達の、平

和と、しあわせ、を祈らずには居られない

気持にもなりました。そこに住む人びとが

深く関わつて、営々と倉」l‐続けてこそ「い

いまちJは出来て行く、改めてその実像を

見ることによつて受けた感動も、私には得

難いものでした。

それにしても、署さが印象に残る、長野

の二日間でもありました。加えて、帰京の

列車を待つ間に数人の人達と立寄つた戸倉

の駅近くの、地酒屋での冷酒と、わかさぎ

の甘露煮の昧、も叉忘れ得ぬ格別のもので

ありました。

万端の準備をして下さつた皆様に厚くお

礼申し上げます。有難うこざいました。

-9-



(社 )日本建築美術工芸協会+菊川工業枷共催
メタルワークのストリートアート
デザインコンテストについて

運営 :(社 )日本建築美術工芸協会

主催 :(社 )日本建築美術工芸協会、菊川工

業株式会社

後援 :文化庁、(社)日本建築学会、 (社 )商

業施設技術団体連合会、 (社)日本美

術家連盟、 (社 )日本インダストリア

ルデザイナー協会

この度、表記コンテスト実施に際し、皆

様方より格別のこ支援をいただきまことに

有難うこざいました。このことにつしヽて、
結果等こ報告申し上げます。
先ず、本年 (平成2年)5月 22日伏)の日本
建築美術工芸協会理事会にて第 ]回デザイ
ンコンテストの実施を決定、その後同コン
テストの趣旨ほか詳細を審査会等にて決定
しました。次号 (No 5)を特集として詳細報

告します。

第 1回審査会 1990年 6月 6日因
午後 6時よリホテル・オー
クラ (応募要項等作成 )

第2回審査会 199o年 6月 13日因
午後 6時より協会会議室
(応募要頂等作成 )

登録 (応募申し込み)lg∞年 6月 26日脚
午前10時半より発表

図面の提出 8月 21日 (力より9月 ]1日 (カ
登録の締め切り 8月 31日0 登録数 :768
応募数 (有効図面提出数):279応募率36街
第3回審査会 1990年 9月 17日Π

12時半より建築会館 5階会
議室にて開催

(作品の審査・賞の決定 )
結果の発表 1990年 10月 16日 (カ

午後 3時の予定
表 彰 式 1990年 ll月 27日 (カ

午後 6時半の予定
(協会設立記念会に併せ執り行う)

コンテスト窓□ :調査研究委員会

委員長 池田武邦
審査員長 嘉門安雄氏
審査員 栄久庵憲司氏、豊口 協氏、

松本哲夫氏、柳澤孝彦氏、
宇津野和俊氏

(なお、審査員はすべて協会正会員です。)

応募の対象と件数

対  象    用途名称    件数

入賞者

最優秀賞 POND―SKATER
(1点 )加 藤圭介様 (21歳 )筑波大学学生

優 秀 賞 ストリートフアニチュア スクリーン
(2点 ) 上田啓行様 (23歳 )llllG K設計に勤務

メロディー手招
金田 透様 (22歳 ) 新潟大学学生

準優秀賞 街路灯
(6点 )角 館政英様代表 (26歳 )‖ライティング,

沢田隆―様 プランナーズ.ア

ツシエイツに勤
務

URBAN SHELTER街路樹
清水泰博様 (33歳 )建築.ブロタクツデザィ

ン事務所
B∪S STOP
田原尚直様 (23歳 )九州大学学生
ENTRANCE丁 O SUBWハ Y
西山満規様 (23歳 )金沢大学大学院生
TRIANGLE COMPOSIT10N
宮武―弘様 (32歳 )大高建築設言十事務所
都市と川―ストリートアートによる接点の演出
柳 泰彦様 (29歳 )梓 設計に勤務

BENCH
赤股圭子様 (18歳 )大阪市立工芸高生
レストコンプレックス

片瀬―郎様代表 (26歳 )武蔵野美術
和泉田仁美様    大学生
TA0 0F MILKY WAY天 の川の道
近藤秀樹様 (24歳)‖ウオーターデザイ渕務
チュープトレイン KENJ DES GNSTU
境沢健次様 (43歳 )D0
SEATING SYSTEM FLOATING
)青 Jく考驀憚計手(33岸⊃ 建築・プロダクツ.デザ

イン事務所
HALF WING(一人掛けベンチ)
布目和也様 (29歳 )フトリ10NE ON ONE

手紙のなる木―集合住宅用ポスト
本間隆司様 (22歳 )広島大学学生
モニュメント 東西南北
峰田順―様 (39歳 )遊メーカー
B[NCH METAL LEAVES
森 ―英様 (33歳 )佐賀県県庁勤務
システムダストボックス
渡辺安徳様 (36歳 )渡辺安徳・アースワーク

以上、入賞は19点 となります。

A.A.C.A.トーク
各回 ]回の会費 (茶代とも)1人 千円

1990年 10月 12日 0午 後 6時～午後 8時
ゲス ト 近江 栄氏 (l13会理事‐/1築家・日本大学

教授 )
テーマ :コ ンペ・シンドローム (症候群νttLす
1990年 ‖月 13日 関 午後 6時～午後 8時
グスト 大久保婦久子氏 (日 本芸術院会員 革工

芸家 )
テーマ :私の道―革の仕事―

第26回  1990年 12月 ll日関午後6時～午後8時
グスト 会田/71亮 氏 (陶芸家 )

第27回 l」葎T鳥信最評準占爵裂騨髪8時
グスト 矢吹 宏氏(建築家)
テーマ :ライブインテリア

第28回 1991年 2月 8日0午後6時～午後8時
グスト 池田武邦氏 (協会理事、建築家 )

第29回 1」薬百角稽香畠評駿魏
~

グスト 加藤有次氏 (国学院大学文学部教授 )
テーマ :粉食文化論―うどんと日本人一

主催   社団法人 日本建築美術工芸協会

東京ガス株式会社銀座ポケットパーク館

協賛  日新工業株式会社

以上の企画・運営は事業委員会 (委員長 中島
昌信)が行つています。

一
賞

＞

一作
陳

¨
佳
＜

休憩系  ベンチ
修景系  噴水、橋、

シェルタニ様のもの

照明

衛生系  ゴミ箱
水飲み、手洗い

交通系  地下入□
バス停

信号機

その他 (ガードレール、
フェンス、手櫂等 )

情報系  公衆電話
ポスト

日寺言十
サイン

身体障害者系

複合的なもの (複数機能)
その他

92

]8

48

17

6

16

9

4

9

14

12

11

9

2

7

5

発行 :芸只日本建築美術工芸協会

Phone 039457-7998

Fax   03/57-1598

〒10B  東京都港区芝5-2620

建築会館6F

振替 :東京 |-365085

編集 :(社 )日本建築美術工芸協会広報委員会

柳澤孝彦(委員長)、 宇津野和俊(副委員長)

大多了介、小玉功、高部多恵子、玉見 満

土屋 厳

製作協力 :帥SP建材エージェンシー

檜 陶ご5

第24回

計
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ARCH]T■ CTURAL METALS

(田島〉は、創業以来70有余年。

建築の内外空間に、

金属製品を造りつづけていま魂

その永い伝統をふまえた価値ある技術は

建材のみならす モニュメントやレリニフなど

金属アートやクラフトの分野にも生かされています。

東急コミュニティー技術センター (東京)モニュメントステンレス ミラー仕上

彗 班 田 島 順 三 製 作 所
本 社 〒ЮO東京都千代田区永田m121←3赤坂東急Dレ な031581側
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曲
東洋 ゴム エ 業 株 式 会 社

化工品事業本部`環境システム営業本部
東京本社 〒151東京都渋谷区千駄谷4 24 15 TEL 03 404 6219
大阪本社 〒550大 阪市西区江戸堀1 17 18 TEL 06 441 8703
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創造の「■と「感性」で
スタ)レワークの新しい可能性を追求する

産業界のあらゆる側面で、コンピュータをはじめとするハード&ソフトのハ

イテク化が進む一方で 人の個性や感性とにヽったよリヒューマンなぬくもり

が求めけ■てtヽる現在、私ども菊川工業は、建築部門におけるメタルエ

ンジニアリングの理想を日指し、職人の手わぎを継承しつつ、現代技術

との融合を図っています。そのひとつが職人の卓越した技術をシステマテ

ィックに統合した大規模なリタル11房」 ここからは、単なる金属加工

物でない、「工業と芸術の接点」あるtiよ、「機能と官能との交点Jとも言う

べき文化的価値を秘めた作品が生まれてくるものと大きな期待を集めて

います。金属の持つ●I能性を最大限に引き出し、創造的な感性と技術

で建築界l_庭なるエポックをfl:りだそうとしております。

珂卜個IIJhil口l
菊川工業株式会社

本    社 ●東 京 都 墨 田 区 菊 川 2 8 100036343231

第 1  2部 ●千葉県印路郡自井町白井工業団地7●0474920141

菊川金属工業薇●千葉県印方
=郡
白井町白井工業団地7奮0474921141

キクカワM&E ll● 大阪市西区北堀江 2 9 20102奮 065354381

テクノ ブラサ 0千 葉県印旗郡白井町自井工業団地760474920141

〒 130

〒270

〒270

〒550

〒270

14

14

14

ホテル・イル・パラッツォ

コーニス仕様  材質・銅板20%仕 上・緑青
建 設 地  福岡市中央区
設 言十監 王里   基本設言十・アルド・ロッシ

実施設計・金子満/弾設計
施   工  辰村組



ス′」やさしい行づぐク。


